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波 口艮 海
イェーガー虚雲老師のキリス ト教神秘主義 と禅

清 水 大 介

こ うん

虚雲軒ヴィリギス ・イェーガー老師(WilligisJager,1925年 生)は,ド イツ,

ヴュルツブルクのベネディク ト会修道士であり,カ トリック司祭である。若い

頃よりキリス ト教神秘主義に親 しんできたが,修 道の実践上どうしてもわから

ないところがあったらしい。それで,折 から,第 ニバチカン公会議の開放的な

路線によって欧州のカトリック教会にも受容され始めていた,禅 修行に着 目し

た。そして,修 道院により鎌倉に派遣 してもらい,六 年間に渡 り三宝教団の山

田耕雲老師のもとで禅修行に没頭した。 ドイッにいたときも含めると,十 二年

に渡る歳月を禅の修行に捧げたことになる。1981年 に室内を終了 し,帰 国 して

からは,ヴ ュルッブルクの修道院の付属施設として瞑想センター 「ハウス聖ベ

ネディクト」を設立 し,禅 修行の方法を取 り入れたキリス ト教神秘主義の修練

と霊性の復興に力 を尽 くした。1996年 に,耕 雲老師の後継者の窪田慈雲老師に

嗣法 し,三 宝教団の正師家の一人にもなっている。イェーガーが 「ハウス聖ベ

ネディク ト」で開催 した観想(K・ntemplati・n)と 接心の講習会は,ヨ ーロッパ

人の間で非常な人気 を集めた。センターは,ド イッ語圏でのキリス ト教 と禅の
1)

修練の一大中心地となった。著書 『波即海』は,宗 教書分野で大変よく売れた

本になった。危機i感を感 じた超保守的路線のバチカン教理聖省は,2002年 にイ

ェーガー神父に活動停止令 を発令 したが,一 般世論はこの活動停止令には批判

的であった。著作はすでに十冊以上出版されており,各 国語訳が存在する。講

演活動 も活発である。教線は,東 ヨーロッパを含む全欧州とアメリカ合衆国に

広がっている。カ トリック聖職者の顔 を合わせ もっているとはいえ,イ ェー

ガー虚雲老師は,現 時点で,ヨ ーロッパ最大の禅の老師であるといってよいで
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あ ろ う。

1キ リス ト教神秘主義 と禅の修練の構造的類似

イ ェー ガ ー は,キ リス ト教 神 秘 主 義 と禅 の 同質性 に つ い て 次 の よ うに語 っ て

い る。

私としては,長 年の禅修行によって初めて,キ リス ト教神秘主義がその核

心 において禅宗 とまさ しく同 じことを教 えてい る,と わか りました
2)

(WM65)。

禅がキリス ト教神秘主義 と同じ構成要素を含み,困 難も経験それ自体 も広

汎に同 じであるということを発見することは,私 にとってわくわくするよ

うな素晴 しい ことだったです(WM117)。

キリス ト教神秘主義 と禅の共通性は,ま ずその修練の仕方の根本構造の類似

にあ る。 修 練 の 仕方 の根 本構 造 に は二つ あって,そ れ は意 識 の集 中

(Sammlung)と 意識の空化(Entleerung)で ある。この二つの修練の根本構造
3)

はキリス ト教神秘主義 と禅に共通である。
4)

意識の集中とは,心 をまとめ,し ずめる修練である。それには,あ る一焦点

に意識を集中 ・統一するとやりやすい。意識の集中点として利用されるのは,

一般的には呼吸,音 声,単 語,連 祷句 などである。典型的には,キ リス ト教で
5)

は 「イエ ス の 祈 り」,禅 で は公 案 「無 」 が 意識 集 中 の焦 点 と して使 用 され る。

そ の他 の宗 教 で は,浄 土 教 で は念 仏,ス ー フ ィズ ムで は ア ラ ー の名 前,ヨ ー ガ

で は聖 な る 「オ ー ム」 が修 練 の 際 に意 識 が 集 中す る焦 点 と して使 わ れ る。

イ ェー ガ ー の 講 習 会 で は,「 イ エ ス の祈 り」 よ り もさ ら に つ づ め て,英 語 な

ら10veと かGod,ド イ ツ語 な らJesusと かLogosの よ う な 一 単 語 を念 ず る よ う

に させ てい るが,こ れ は イ ェー ガ ー が 禅 の 影響 を受 け て独 自 に新 し く発 案 した

の で はな く,す で に過 去 のキ リス ト教 神 秘 主 義 で行 わ れ て い た修 練 の方 法 を踏
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襲 したにすぎない。その代表例は14世紀英国の作者不詳の神秘主義の著作 『不
6)

可知の雲』に見られる。

意識の集中の修練のあとか,ま たは同じ時にも行われる修練が,意 識の空化

である。意識空間自体は元々空であり,鏡 のように映すだけである。意識空間

に浮かび上がって くる想念はすべて意識空間それ自体に固定化されず,一 切は

や り過ごされるだけになる。ちょうど,鏡 が,す べてのものを映すのに,そ の

どれとも自己同一化 しないようなものである。こうした意識の空化の修練 は,
しかんたざ7)

禅では 「只管打坐」であり,キ リス ト教神秘主義では 「静誼の祈 り」といわれ
8)

るものに当た り,『不可知の雲』の作者の言う 「裸の自己存在の覚知」,十 字架
9)

の ヨ ハ ネ の 言 う 「愛 を こ め て 注 意 を 向 け る こ と」,「純 粋 注 意 」 で あ る

(WMll9)。 こ こで は 自我 の活 動 が 静 ま る。 明 る く目覚 め た プ レゼ ン ス だ け が

あ る。 想念 は行 っ た り来 た りす る が,と どめ られ よ う とは しな い(WM51)。

2絶 対空 としての神の経験

最 終 経 験 へ の 突破 は純 粋 な恩 恵 に よる。 抽 象 的 に規 定 す るな ら,こ の経 験 は
10)

「一 」 の経 験(Einheitserfahrung)で あ り 「不 二」(Nicht-Dualitat)の 経 験 で あ る。

イ ェー ガ ー は 自 らの根 本 経 験 を次 の よ うに語 って い る。

くう

決定的で したのは,禅 が空と呼ぶものの経験であ りました。空と呼ばれ

ているものは,直 ちには合理的次元へ翻訳 され難い経験レベルです。把握

者なしで把握 ・認識 ・体験のある意識空間です。この 「不二」を経験する

ことが禅の目標であり,同 様 にキリス ト教神秘主義の目標でもあります。

アビラのテレサはこの経験 レベルを 『霊魂の城』の中で 「第七の住居」 と

して描写しています。(...)別 の個所で彼女はこの状態をもっと詳細に描

写 しています。「しか しなが らここでは,天 か ら降った水が川や泉に落ち,

すべて水以外のものではな くなって,ど れが川の水でどれが天から降った

水か分けることができな くなるようなものだ。またそれは,小 さな河川が

海に流れこんで,ど んな手段をもってしても河川が海から区別がつかな く
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な る よ う な もの だ。 また そ れ は,部 屋 の二 つ の 窓か ら強 い光 が 差 し込 む よ

うな もの だ。 二 つ の 窓か ら分 か れ て入 っ て きて も,光 は全 体 と して一 つ の
11)

光 に な る」。

(...)
12)

悟 りと は,分 裂 が ない とい う経 験 に他 な りませ ん。
13)

禅 で は そ れ を現 成 と呼 び ます 。 本 当 の現 実(wirklicheWirklichkeit)が 現
14)

わ れ るの で す 。(_)絶 対 空 と も言 う こ とが で きるか も しれ ませ ん。

このような別次元で経験された根源の働 きをイェーガーは 「神」 と呼ぶ。さ
15)

ら に,術 語 と し て 「第 一 現 実 」(ErsteWirklichkeit)と 名 付 け る 。 こ の 造 語 に は,

しや こ

禅 で い う 「這 箇 」 と同 じ よ うな意 味 合 い が 感 ぜ られ る。 「第 一 現 実」 とは,宇
16)いのち

宙 の 生命 で あ る。 そ れ は,禅 で は 「空 」 で あ り,ヒ ンズ ー 教 で は 「ブ ラ フ マ

ン」 で あ り,エ ッ クハ ル トに お い て は 「神 性 」,タ ウ ラー にお い て は 「最 終 根

拠 」 と呼 ばれ た もの で あ る,と い う(WM82f)。

要す る に,イ ェ ー ガ ー は,キ リス ト教 の 「神 」 と仏 教 の 「空 」 を端 的 に同質

的 で 同類 だ と見 る の だ 。彼 には,同 じ人 間 が本 質 的 に なす こ とで あ る以 上,宗
17)

教体験の根本 というものは変わらないという確信があるようだ。なるほどキリ

ス ト教と仏教の教理は異なる。しかし,キ リス ト教中の神秘主義 と仏教中の禅
18)

とは共通性が きわめて高い。なぜなら両者の宗教体験が同質的だからである。

イェーガーは両者の同質性を自分自身の修行の道において確かめた。

上でイェーガーが記述 した根本経験では,「絶対空」ない し 「神性」の純粋

経験 としての面が強く打ち出されていることは疑いようがなく,そ の面だけ取
19)

り出すとするならば,そ れは,禅 でいわれる 「真空無相」の経験に近いといっ

てよいかもしれない。それは,認 識す る主観が消失し,従 って客観 もすべて消

失 した根源の(も はや意識ならざる)意 識レベルである。絶対無の場所であ り,
にんぎゆう

無相の真の自己の深層の霊的レベルである。廓庵の 『十牛図』の第八 「人 牛
ぐ ぼう

倶 忘」 に当 た る とい え よ う。
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3波 即 海一一現実の事物のうちへの神の内在の強調

さて,そ れでは,禅 と根本経験が同質的であ りうるような,イ ェーガーのキ

リス ト教神秘主義思想は,一 体如何なる構造的特徴をもっているのか。それを

次 に禅思想 との対比において詳 しく考察 し,規 定 していきたい。

イェーガーは言 う。

神 は,樹 には樹 と して,動 物 には動 物 と して,人 間 に は人 間 と して,天 使

に は天使 と して顕 現 して い ます(WM84f)。

この 「神は,樹 には樹 として」という文はイェーガー思想の根本命題である

といってよい。主客分離(時 空的自我の分別知性に基づく)を 前提する汎神論で
20)

はないことに注意する必要がある。

同じ経験を,彼 の偉大な先達の十字架の聖ヨハネもしている,と イェーガー

は見る。聖 ヨハネにとっては,神 は一切の事物に現 じているものであった。彼

は,「神 はその本質において無限の優越性 でもってこれ ら一切の被造物であ

窒」と言っている。「霊の賛歌」 という一連の詩群 において,そ の境涯が述べ

られている。「私の愛す る方は 山々/森 におおわれた 人影なき谷/見 たこ
　

ともない島々/ひ びきわたる流れ/愛 のそよ風の ささやき」。

私見であるが,こ の 「神は樹には樹 として顕現 している」 というイェーガー

の根本思想は,本 邦の天台宗や真言宗でいわれる 「草木国土悉皆成仏」 とも通
23)

じていると思われる。

通俗的なキリス ト教神学が,神 と世界の二元論に立ち,世 界の外に存在 しつ

つ人間の罪悪 を裁 く人格神 を想定してしまい,か えって人々の苦 しみの種にな

っているのに対 し,神 秘主義は,神 と世界,神 と個 とは一つ とい う融和的経験

を基礎 にもっている(WM79)。

もっとも,融 和 といって も,神 と事物 との区別が完全になくなって しまうの

ではない。事物が個,神 が超個だとすれば,個 と超個とは,二 として区別 され
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24)

ながら一であり,「不二」である。ここのところを,神 秘主義を排斥 しようと

する人々は,神 秘主義の合一経験は神 と被造物との区別を消 し去るものだと誤

解 してしまう。実際には,神 秘家の 「一」の経験 とは,陶 芸工房に入って,初

めは様々な形の焼きものが見えているが,そ の内にすべての焼 きものが同 じ一
25)

つ の 陶土 か らで きて い る こ とに気 が つ くよ うな もの で あ る。 そ の こ と に気 が つ

け ば,工 房 内 は一 色 に見 え る。 しか し,す べ て が 土 か らで きて い る こ と に気 が

つ い た か ら とい って,焼 き ものが 色 々 な形 を とっ て い る こ と に変 わ りが あ る わ

け で は ない 。 「不 二 」 で あ る。

神 と事 物 との 「不 二 」 にお い て,神 とは生 滅 で あ り,生 死 で あ り,宇 宙 の 進

化 とい う踊 りで あ り,進 化 の踊 り手 で あ る(WM84)。

　　　　

宇 宙 とは交響 楽 で す 。 神 は この交 響 楽 と して 鳴 っ てい ます 。 ど の場 所 も,

どの 瞬 間 も,ど の 事 物 も,全 体 に と っ て か け が え の ない特 定 の 音 符 な の で

す 。(...)ど の音 符 も全 体 な の です(WM84)。

神 は宇 宙 的交 響 楽 と して個 に 「具 現 」(incarnati・)し て い る。 音 符 の 一 つ 一

つ が 交 響 楽全 体 と して の神 で あ る 。悩 み 苦 しむ受 講 生 の内 に神 は 生 きて,救 わ

れ てい る。 これ は,ま だ 理 事 法界 観 で あ る と は い え,も うほ とん ど 「一 即 一 切,

一 切 即 一」 の華厳 哲 学 の 基 本 テ ー ゼ に近 い
。

26)

時 空 間の どの点 も,ど の個 も,全 体 を反 映 して い ます 。

華厳哲学の世界観は,そ の究極を 「海印三昧」に置 くように,海 のイメージ

と関係が深い。イェーガーも 「波即海」の比喩を持ち出す。世界内の事物の中

で も,特 に人間及び自己が中心課題になるので,「 波即海」の比喩では,人 間

と神 との関係が論 じられている。まず第一に,神 と我々人間とは自己同一をな

す。

第一現実(神 のこと)を 無限の海洋 として思い浮かべるなら,私 たちは海

の上の波のようなものです(WM42)。
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一切は同時に波 にして海洋です。一切はこの一なる現実の表現形態です。

そ して,一 切が同じ(第 一)現 実の表現形態ですので,一 切が絶対的に繋

がっているということもあるわけです。海は一切の波であ り,一 切の波は

一であるのです(WM43) 。

だからといって,第 二に,神 と世界および人間が矛盾 しないわけではない。

神 秘 主 義 と は神 と世 界,分 割 で きな い 一 な る もの です 。(し か し)だ か らと

い っ て,両 極 間 の 緊 張 が 止揚 され る わ け で は な い ので す 。(...)波 と海,

枝 と樹 の 間 に は緊 張 が あ ります 。 で す か ら,神 と人 間 とは 等 置 され ませ ん

(WM43)。

事物 と人間とが 「個」であるとすれば,神 はそれを超える 「超個」であると

いえよう。

イェーガーは 「波即海」の比喩で,個 と超個とが自己同一をなしながら,緊

張をはらんで矛盾 していることを言い表そうとしている。イェーガーの 「波即
27)

海」 の 比 喩 は,西 田幾 多 郎 の 「絶 対 矛 盾 的 自己 同一 」 と同 じ事 態 を言 お う と し

て い る とい っ て よ い。

だ が,自 己 同 一 と い っ て も,個(人 間)が 増 長 し,の さ ば っ て 超 個(神)に

な るの で は な い 。

も し も波 が 「俺 は 海 だ 」 と認 め る な ら,そ こに は まだ 二 つ の もの が,波 と

海 が,あ る だ け な の で す 。神 秘 主 義 の経 験 で は,こ の 二 つ とい う こ とが 乗

り越 え られ る の で す 。 波 の 自我 は流 れ去 り,そ の代 わ りに,海 が 自分 自身

を波 と して経 験 す る ので す 。(...)こ の 歩 み は,神 秘 家 が 自力 で 遂行 す る

の で は あ り ませ ん。 そ れ は 彼 に(遭 遇 す る とい う仕 方 で)起 こ る の で す

28)
(WM42)。

正確には,波 が自分を海だと経験するのではない。海が自分を波 として経験

するのである。「海は波 として顕現 します」(WM43)。 海を世界 と言い換える
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なら,「世界が私において自身 を覚するのです」(WM113)。 ここには,滝 沢克

己が定式化している個 と超個の関係の 「不可分 ・不可同 ・不可逆」 とい う事態

が言い表 されている。また同じことであるが,西 田のいう 「逆対応」の事態が

言われている。個から超個へは行けない。超個か ら個への道が開かれているだ

けである。だから,個 は自分自身を滅するのみである。波は海の波 として生 き

てい くだけである。「波即海」 とは,真 実には 「海即波」に他ならない。

イェーガーのこのような主張は,真 正の禅思想にも見 られる。中国曹洞宗の

開祖,洞 山良紛(807～869)は,最 初 「無情説法」の話で悟 りの眼 を開き,後

に行脚中水を渡るとき,水 面に映った自分の姿を見て,は っきりわかった人で
かれ

あるが,そ のときの 「過水の偶」で,「渠は今正に是れ我,我 は今是れ渠な ら
すべか いん も え によによ かな

ず。 まさに須 らく急塵に会 して,は じめて如如に契うを得た り」 と言ってい
29)
る。禅修行の目標は,往 々にして誤解 されるように,個 が増長 して超個 になる

ことではない。むしろ,洞 山のように,悟 りが深 まれば深まるほど,「我は今

是れ渠ならず」ということがはっきりして くる。

イェーガーのキリス ト教神秘主義は,人 を神 にしてしまい,神 と人 との違い

を抹消 してしまうのではない。むしろ,本 来の正しい内在的な関係のあ りかた

へ ともたらそうとしているのである。神が人になるだけである。

また,イ ェーガーは,他 のキリス ト教神秘主義者と同様に,以 上のような万

有内在神論的な神観を前提 した上で,「対向する もの」 としての神 と人 との間
30)

のパーソナルな対話を承認する。従って,彼 の神観は,キ リス ト教的な人格神

信仰 と背反 しているのではない。むしろ,キ リス ト教的な人格神信仰の根源を

明らかにしているのである。

4神 と無相の自己

イ ェ ー ガ ーが,人 間へ の 神 の 内在 を強 調 し,人 々 が そ の こ とに気 が つ くよ う

に実 地 の 霊 的援 助 を傾 け た こ と は,「 神 が 死 ん だ」(ニ ーチェ)現 代 ヨ ー ロ ッパ

人 の苦 悩 に とって,大 きな救 ヒ・と なる もの で あ っ た 。 なぜ な ら,ヨ ー ロ ッパ 人
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に とっ て,神 と は,私 自身 の存 在 根 拠,ア イ デ ンテ ィテ ィ で あ り,私 自身 の 生

きる 意 味 そ の もの と等 置 され る概 念 だ か らで あ る。 我 々 東 洋 人 が 大 切 に す る

「自 己」 とい う もの を,ク リスチ ャ ン は 「神 」 概 念 に投 影 して い るの だ とい っ

て よい。

ア ウ グ ス チ ヌ ス も 「私 が 私 を認 識 す る な ら ば,私 は 汝(神)を 認 識 す る」
31)

(N。verimme,noverimte)と 言 って い る。

ヨー ロ ッパ の ク リ ス チ ャ ン に とっ て は,神 とは宇 宙 の根 源 で あ る と同時 に 自

己 の根 源 で もあ る。

イ ェ ー ガ ー は,キ リス ト教 的 な ヨー ロ ッパ 人が,神 を 自分 の ア イデ ンテ ィテ

ィ と考 え る傾 向 を さ らに強 め て,次 の よ う に言 う。

私 た ち の真 の ア イ デ ンテ ィ テ ィ は,自 我 の うち に は あ りま せ ん(WM97)。

私たちの真のアイデンティティは,私 たちの最深の本質である神的な存在

のうちにあります。ですから,神 秘主義は,私 たちの真のアイデンティテ

ィの探究に他ならないのです(WM184)。

神 と呼 ば れ る第 一 現 実,這 箇 が,私 た ち の真 の 自己 なの で あ る。

本 当 に神 を経 験 す る こ とにつ い て,イ ェ ー ガー は次 の よ うに語 っ てい る 。

'本当の突破に到 るなら
,次 のことが成 り立ちます。すなわち,経 験する者

もな く,経 験 されるものもない,つ まり,経 験する者が経験 されるものと

一つであると純粋深層意識において自己経験する,と いうことが成 り立ち

ます。エ ックハル トが言っているように,「永遠の言葉においては,現 に
32)

聞 い て い る者 が 現 に聞 か れ てい る もの と同一 で あ る」 の で す 。

経験する者が経験されるものと一つであるような神の経験 について,エ ック

ハルトの有名な言葉は次のように言っている。

私が神を見る目は,神 が私を見る目と同じである。私の目と神の目は,-
33)

つ の 目で あ り,一 つ の認 識 で あ り,一 つ の愛 で あ る。
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従 っ て,エ ックハ ル トは言 う。

魂が自分が神を認識 したと認識するなら,そ の とき魂は神と自己自身の認
34)

識 をい っ し ょに得 た ので あ る 。

そ れ 故,イ ェ ー ガ ー は 言 う 。

35)

真の自己を見い出すとは,神 的ないのちを見い出す ことです。

そ して,神 との合 一 経験 に つ い て,さ らに際立 たせ て次 の ように言 う。

こ う した こ と を経 験 しま して,あ とか ら想 い返 して み ます と,そ の記 憶 は,
36)

「私 は神 と一 つ だ った」 とい うの で は な く,「 私 は神 だ っ た」 なの で す 。

「私は神だった」 といわれるときの私は,通 常の意識上の自己ではない。通

常意識の底の深層の自己,唯 識で言われるアーラヤ識の転依 した清浄識である。

禅でいわれる 「無相の自己」に相当する。一切に現成す る自己である。だから,

「私は神だった」といわれるイェーガーのキリス ト教神秘主義の 「神」は,禅

の 「無相の自己」に対応していると結論 してよい。キリス ト教神秘主義 と禅 と

の問には,そ ういう体験の同質性がある。

イェーガーは,マ リアの無垢受胎は,イ エスに代表される私たち人間の最深
37)

の本質が清浄で神的であることを意味してお り,禅 でいう 「生まれる前の顔」

(WM91)の ことを指しているのだ,と 言っている。それは汚れようがない。

もっとも,体 験上の 「私は神だった」 という表現 は,体 験の一時的な強烈さ

を言い表 したものにすぎないであろう。そこでの 「私」 とは 「無相の自己」に

他ならない。 しかし,自 我の機能す る日常性に帰るならば,私 とは自我であり,

私(自 我)の 根底は神だった,神 は私(自 我)に もいた,と ならざるをえない。

自我の根底が 「無相の自己」である。上でも論 じたように,「波即海」は,真

実には 「海即波」でなければならない。「私が神」であってはならない。
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5キ リス ト教神秘主義 と禅の根本経験の構造的相似

それでは,キ リス ト教神秘主義 と禅の根本経験が,ど の ように構造的に相似

しているか検討 してみる。前節で,キ リス ト教神秘主義の 「神」と禅の 「無相

の自己」 とが,同 様の宗教的根本体験を指 していることが証明されたとするな

ら,こ の検討は比較的容易である。

まず,イ ェーガーの事物即神の経験に対応する根本経験 を,イ ェーガーの言

うところを離れて,禅 のほうで探 してみよう。

「神は樹 には樹 として顕現 している」というイェーガーの事物即神の経験は,
38)

禅のほうでは,「一切現成」の経験 ない し 「真空妙有」の経験として叙述 され

ていると思われる。ただし,禅 経験の場合では,「神」 よりも 「無相の自己」

が主体 となっ七 「一切現成」 ということが起こる。だから,禅 の妙有の経験 は,

イェーガーの表現 に合わせるなら,「無相の自己は,樹 には樹 として,動 物 に

は動物 として,人 間には人間として,顕 現 しています」 ということになるだろ

う。

それでは,禅 の 「一切現成」・「真空妙有」の経験 とは如何なるものか。禅の

ほうでは,釈 尊が明けの明星を見て悟 ったとき,「あっ,私 が光っている」 と
39)

思ったはずだといわれている。「聞 くままにまた心なき身にしあらばおのれな

りけり軒の玉水」(道元)と いわれている禅の根本経験である。自己が ないと
40)

き,す べてが自己である。「尽十方世界是沙門全身」(長沙)と いわれる。普段

は意識されていない自己の根源意識(清 浄識)が 世界の個 々の事物となって現

前する。それは丁度,自 分の身体が完全に裏返 しになって周囲の世界 となって

現前 して くるように感ぜられる経験である。真如の露現の経験である。「万象
41)

の中独露身」(長慶)と いわれる。だが,そ れは元々普段か らそうなのである。

それは,肇 論で言われる 「天地 と我と同根,万 物 と我 と一体」 という根本事態

であるが,こ の言い方では,す でに根本経験から万里 も懸 け離れていると感ぜ
42)

られる。
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またイェーガーに戻ると,彼 は,既 に述べたように,こ の ような禅の妙有経

験に対応する事物内在的な神経験の記述 と並んで,「絶対空」 と呼んでもいい
43)

と言えるような神経験の局面についても語っていた。それは,通 俗的なキリス

ト教保守派の想定する,倫 理的に人間の罪悪を裁 く,仮 想的な人格的超越神の

経験ではなかった。

彼が 「神は,樹 には樹 として(...)顕 現 している」 という神即事物の現成

経験を語るのは,絶 対空といえるような神経験 と一つの事柄 としてである。絶

対空といえるような神経験 と,内 在的な神即事物の現成経験 とは,同 じメダル

の両面といってよい。個々の事物に現成する神は,空 なのである。

まとめてみよう。イェーガーのキリス ト教神秘主義の,絶 対空 といえるよう

な神経験に対応する禅の根本経験は,「真空無相」の経験 といわれる。神即事
44)

物の現成経験で禅に対応するのは,「真空妙有」・「一切現成」の経験である。

そして,禅 の場合でも,「真空無相」の経験 と 「真空妙有」・「一切現成」の経

験とは,盾 の両面でなければならず,両 方揃ってワンセットであり,初 めて本
へんぽんげん

当の禅の 「見性」になる。廓庵の 『十牛図』の第八図人牛倶忘 と第九図返本還
げん45)源

に相当する。第八図は空円相であ り,絶 対無の境域 を示す。第九図はそこか

ら反転 した絶対肯定,一 切現成の境域である。そこでは,無 相の自己が 「樹 に

は樹として」現 じている。

イェーガーの双修 したキリス ト教神秘主義 と禅との問には,絶 対空といえる

ような純粋神経験 と事物即神の経験 と,真 空無相の経験と真空妙有の経験 との,

二面に渡る明瞭な体験の同質的対応があったと想像 される。さらに,イ ェー

ガーは,こ の同質の体験 に到達するための修行方法の構造もほとんど変わらな

いことを,自 身の修行上で体験 した。その方法の構造 とは,集 中(三 昧)と 空

化であった。そこか ら,彼 は,「 キリス ト教神秘主義はその核心において禅宗

とまさしく同じことを教えている」 と断言できた。核心 とは体験である。
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6日 常性への復帰

イ ェ ー ガ ー は 「宗 教 は生 活(人 生),生 活(人 生)は 宗 教 」 とい うモ ッ トー を

もっ て受 講 者 た ち を励 ま して い る。 「朝 ベ ッ ドか ら起 きて 室 内 ば き を履 くと こ

ろ に,深 い 宗 教 的 行 為 が あ る の で す 」(WM136)と 彼 は言 う。 禅 の い う 「平

常 心 是 道 」 の精 神 に近 い 。

イ ェ ー ガ ー は ま た,「 森 の ほ と り に住 む き こ り」 の 話 を引 用 す る。 「も っ と森

の奥 へ 分 け入 れ」 と隠 者 に言 わ れ て,き こ りは どん どん森 の奥 へ 入 って 行 き,

そ こ で数 々 の宝 物 を発見 す る。 だが,も っ と奥 へ 分 け入 っ て い った ら,何 と,

結 局 元 住 ん で い た森 の ほ と り に戻 っ て い た,と い う もの で あ る(WM29)。 こ

れ な ど も,禅 の精 神 に等 しい 。 元 の 日常 に復 帰 して衆 生 済度 のた め に働 くこ と
46)

を,禅 は 主張 す る。 イ ェー ガ ー は,観 想 や接 心 の講 習 会 が終 了 す る際 に は,受

講者 に 「これ か らは 日常 生 活 の一 歩 一 歩 が,講 習 会 の続 き にな るの で す よ」 と

戒 め て い る 。

神 は 日常 生 活 の 内 で 「樹 に は樹 と して」顕 現 して い る。 しか し,だ か ら とい

っ て,何 も奇 特 な こ とは 起 こ ら な い。 旧 約 イザ ヤ書(ll章7節)で 言 わ れ る よ

うな 夢 の 世 界 は 出現 しな い 。 「ラ イ オ ンは草 を食 べ な い し,子 供 は腹 と遊 ば な

い 」(WM100)。 む しろ,当 た り前 の こ とが 不 思 議 な こ とな の だ 。 イ ェ ー ガ ー

47)

は,鹿 居士の語として 「何 と不思議なことか,薪 を割 り,水 を運ぶ」 という言

葉を紹介している(WM30)。

神秘経験という特異な経験が,日 常生活の中で特異性を失っていく。当たり

前になってい く。イェーガーは,そ の過程を次のように論 じている。

ひとたび,神 と呼ばれる第一現実,這 箇が経験 されたなら,今 度は日常生活

において,そ の神(這 箇)を 実際に生 きることが,肝 要な事柄になる。 ところ
48)

が,神 を真 に生 きれ ば生 きる ほ ど,実 は神 を忘 れ る とい う こ とが起 こ る。 何 故

な ら,神 に な りき って あ る い は 同 じこ とで あ る が,(神 が あ らゆ る事物 と事

柄 に遍在 す るので)当 面 の一 つ 一 つ の 事柄 に な り きっ て 神 か ら生 き る とい う
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こ と は,対 象 的 な表 象 と しての神 概 念 を脱 ぎ捨 て てい くこ とで あ る か らで あ る。

イ ェー ガ ー は,こ の こ とを,エ ックハ ル トの 「幸 い な るか な,心 の貧 しき者 」
49)ひ ん

とい う説教 を引 用 して説 明 して い る。 本 当 に 心 の 中が 貧 に な り,捨 て去 って い

くと は,神 の働 き の場 所 た らん と欲 した り,神 の 意志 を行 じ よ う と意 志 す る こ
くう

とす ら を も捨 て て,空(1edig)に な っ て い くこ とで あ る。神 が そ れ 自身 にお い

て働 くよ うにす る こ とで あ る。 生命 が,神 自身 の根 底 か ら湧 き出 る よう に生 き

て い くこ とで あ る。 神 を も空 じて い く こ とが,真 に神 を生 き る こ とで あ る。

イ ェー ガ ー は,エ ックハ ル トの 「一 切 の もの は神 の味 が す る」 とい う言 葉 を

引 用 しな が ら,次 の よ うに語 って い る 。

一切の事物において神を味わうとは,事 物の本質そのものを味わうことで

す。雨においては雨を,火 においては火を,土 においては土を,ま た,喜

びにおいては喜びを,苦 においては苦 を,死 においては死を味わうことで
50)

す。最後の現実を事物 において味わうことが(そ れは神を味わうことに他な

らないのですが),お そらくは神秘主義的経験の最高の段 階です。一切はあ

るがままです。(...)こ のような言い方を 「自然神秘主義」 として棄却 し

てしまう人は,最 も深い宗教経験を誤認しているのです。最 も深い宗教経
51)

験は,し ばしば非宗教的な言い方において表現されます。

これは,禅 のほうで青原惟信が 「老僧三十年前未参暉時,見 山是山,見 水是

水。及至後來,親 見知識,有 箇入庭。見山不是山,見 水不是水。而今得箇休歓

庭,依 前見山祇是山,見 水祇是水」(五燈會元)と 語っていることに対応 してい

るであろう。

日常生活において一切の事物に神 を見,神 を行じていくことは,最 深にして

最高段階の神秘主義的経験である。しかし,イ ェーガーは,そ れを実際に日常

生活で実現 していくのは,一 朝一夕にしてできるものではなく,悟 りの経験を
52)

人格性の内に統合 してい くには時間が必要だと注意している。禅の悟後の修行

に相当することを言っているといえよう。

総 じて,イ ェーガーが日常性への復帰で主張 していることには,禅 で 「真如
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53)

も 自性 を守 らず」 とい わ れ る の と同 じ動 性が うか が わ れ る。

さ らに また,イ ェ ー ガ ー は言 う。

真に悟った者は,自 分が悟ったということを忘れます。一切の神秘主義的

大望や観想の概念は,彼 から脱落します。彼 は多数の人々の中の一人にな
54)

り ます 。経 験 した こ とを忘 れ,代 わ りに経 験 した こ とを生 きる の で す 。

55)
これ は また,禅 の 「十 年 帰 不 得,忘 却 来 時 道 」(寒 山)と い う境 涯 と比 較 可

能 か も しれ な い。

イ ェー ガ ー は,こ こ で は 聖 と俗 の区 別 が な くな る,と 言 って い る。 一 切 は聖

で あ る と と もに,何 もの も聖 で は ない 。 ドイ ッ ・バ ロ ック の神 秘 的 宗 教 詩 人,

ア ンゲ ル ス ・シ レジ ウ ス(1624～77)は,こ の境 涯 を,

聖なる人の内では,神 が聖なる人のなす一切 をなす。神が行き,立 ちどま
56)

り,横 に な り,眠 り,目 覚 め,食 べ,酒 を飲 み,上 機 嫌 で い る。

と歌っている。

こうした見方は,廓 庵 『十牛図』の第八 「人牛倶忘」のテキス トで主張 され
57)

て い る 「聖 意皆 な空 ず 」 とい う こ とに相 応 して い る とい え るか も しれ な い 。

『不 可 知 の 雲 』 も,「 通 常 の 日常 生 活 の 流 れ の 中 で,座 っ て い よ うが,立 っ

て い よ うが,歩 い て い よ うが,ひ ざ まつ い て い よ うが,ほ とん ど好 きな と きに,
58)

観 想 の 完成 を身 に つ け,味 わ って い る」 人 々の い る こ と を報 告 して い る。

イ ェー ガ ー は ま た,次 の ユ ダヤ教 の小 話 もよ く引 用 す る。弟 子 に 「先 生 の知

恵 の 秘 密 を教 え て下 さ い 」 と聞 か れ た ラ ビが 「坐 る と きには坐 り,立 つ と きに

は 立 ち,行 くと きに は行 くの だ」 と答 え,弟 子 が 「私 た ち もそ う して い ます

が 」 と不 審 が る と,「 お 前 た ち は坐 る とき に は,立 って お り,立 っ て い る と き

には 出発 して お り,行 くと き には もう到 着 して い る」 と諭 した,と い う話 で あ

59)
る(WM28)。 ほ とん ど 同 じ主 旨 の 問答 が 禅 に も あ る 。 いず れ も,本 源 の働 き

と一 致 す る こ と,す な わ ち,「 そ の つ どの 日常 の行 為 にな りきる 」 こ との必 要

を説 い て い る 。
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神秘経験が完全に日常の内に取りこまれて姿を消 してしまう状態が宗教生活

の最 終 目標 とされ る な らば,エ ックハ ル トの 「マ リア とマ ル タ」 の 特殊 な解 釈

に示 され る よう に,キ リス トの側 に座 り続 け るマ リア よ りも,台 所 で奮 闘 す る
60)

マ ル タの ほ うが 本 物 とい う こ とに な る。 エ ックハ ル トの この解 釈 は,禅 の実 践

的精神 との親縁性を示すがために,日 本の西谷啓治や上田閑照によっても,大
61)

きく取 り上げられた。神は,敬 われるだけではなく,生 きられなければならな
62)

い の だ 。
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